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医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。

使用上の注意改訂のお知らせ

2023年 5月

ニプロESファーマ株式会社

このたび、標記製品につきまして、【使用上の注意】を改訂しましたのでお知らせ致します。

今後のご使用に際しましては、下記内容をご参照下さいますようお願い致します。

■ 改訂内容
改訂後（下線 　　　 部：追記改訂箇所） 改訂前

【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
（１）～（７）（略）
（８）  未治療の褐色細胞腫又はパラガングリオーマの患

者（「用法・用量に関連する使用上の注意」の項参照）
（９）～（10）（略）

【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
（１）～（７）（略）
（８）  未治療の褐色細胞腫の患者（「用法・用量に関連す

る使用上の注意」の項参照）
（９）～（10）（略）

〈用法・用量に関連する使用上の注意〉
1.   褐色細胞腫又はパラガングリオーマの患者では，単独

投与により急激に血圧が上昇するおそれがあるので，
α遮断薬で初期治療を行った後に本剤を投与し，常に
α遮断薬を併用すること．

（2．以下略）

〈用法・用量に関連する使用上の注意〉
1.   褐色細胞腫の患者では，単独投与により急激に血圧が

上昇するおそれがあるので，α遮断薬で初期治療を
行った後に本剤を投与し，常にα遮断薬を併用するこ
と．

（2．以下略）
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・  ここでお知らせした内容は、ニプロESファーマ株式会社ホームページ（https://www.nipro-es-
pharma.co.jp）「医療機関向け情報」でもご覧いただけます。

・ 「使用上の注意」改訂の内容は、医薬品安全対策情報（DSU）No. 317（2023年5月発行予定）に掲載さ
れます。また医薬品医療機器総合機構ホームページ（http://www.pmda.go.jp/）にも掲載されます。

お問い合わせ先

ニプロ株式会社
医薬品情報室

専用ダイヤル　0120 − 226 − 898

2023年5月

製造販売

ニプロESファーマ株式会社
大阪市北区本庄西3丁目9番3号

改訂後（下線 　　　 部：追記改訂箇所） 改訂前

3. 相互作用
併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
（略） （略） （略）
交感神経刺激剤
　アドレナリン等

（1）  相互の薬剤の効
果が減弱する。

（2）  血圧上昇、徐脈
があらわれるこ
とがある。

（1）  本剤のβ遮断
作用により、
アドレナリン
の 作 用 が 抑
制される。ま
た、アドレ ナ
リンのβ刺激
作用により本
剤のβ遮断作
用が抑制され
る。

（2）  本剤のβ遮断
作用により、
α刺激作用が
優位になると
考えられてい
る。

（略） （略） （略）

3. 相互作用
併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
（略） （略） （略）
交感神経刺激剤
　アドレナリン等

血圧上昇があらわ
れることがある。

本剤のβ遮断作
用により、α刺
激作用が優位に
なると考えられ
ている。

（略） （略） （略）

〈改訂理由〉

　先発医薬品に合わせて改訂いたしました。　   


